
令和７年度 芽室高校との意見交換会総括（案） 

 

１．事業目的 

生徒との意見交換を通じて「地方自治の担い手意識の醸成」、「議会活動の認知度向

上」、「まちづくりに関心を持ち参加する機会」とする。 

 

２．事業の根拠 

（１）芽室町自治基本条例第３条第６号（議会と議員活動の原則） 

（２）芽室町議会基本条例第２条第４項（基本理念） 

（３）芽室町議会基本条例第８条第１項（町民参加及び町民との連携） 

 

３．事業実績 

  日時：令和７年 12月 18 日（木） 15 時 30 分～16 時 30 分 

場所：芽室高校（会議室） 

意見交換会テーマ： 

「議会だよりを高校生と一緒につくる」 

参加者：高校 新聞局員・生徒会 16 名 

     議会 6 名 

・総務経済常任委員会：堀切議員、鈴木議員 

      ・厚生文教常任委員会：立川議員、常通藤議員 

      ・議会運営委員会：菊池議員、渡辺議員 

  内容 （１）議会概要、住民参画の取組み、広報広聴の取組み等について、議会運営

委員長からパワーポイント資料にて５分程度説明。 

（２）３グループに分かれてのグループワーク 

        ①いまの「議会だより」をみて率直な感想は？ 

        ②もっと「こうしたらいいのに」と感じるところは？ 

アイデアを出してみましょう！  

 

４．事業総括 

（１）成果：目的は概ね達成 

冒頭の議会についての説明及びグループワークでの議論を通じて、テーマに対す

る現状認識や今後の取組みに向けての方向性が明確になった。 

今後、議会だより３月号を一緒作成していくことになるが、そのことが、 「地方自

治の担い手意識の醸成」、「議会活動の認知度向上」、「まちづくりに関心を持ち参

加する機会」につながるものと考える。 
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グループワークで生徒からいただいた意見のまとめ 

 

＜表紙＞ 

・目次があると良い 

・カラーだと良い 

・表紙から人を引き付けるレイアウト、フォントも大事 

 

＜レイアウト等＞ 

・レイアウトが単調、フォントが単調。丸みのあるフォントが読みやすい 

・タイトルが長いため、短く・キャッチーで分かりやすい表現にすると良い 

・複数フォントを使い分けることで、情報のメリハリが出る 

・ＱＲコードももっと活用したら良い 

・見出しで記事の概要がわかるように 

 

＜写真・イラスト等＞ 

・図、表、イラストがあるとわかりやすい 

・季節に合わせたイラストを取り入れると良い 

・切り抜き写真を活用すると、誌面に動きが出る 

・誌面内にも写真をもっと増やすと良い 

・Ｑ＆Ａ形式のページでは、ポーズなどを取り入れた写真があると親しみやすい 

 

＜内容・構成＞ 

・高校生特集ページ等があると関心を持てる 

・町内の小中高生にインタビューするなど「子どもページ」があると関心を持てる 

・Ｑ＆Ａ形式など、会話調の構成が読みやすい 

・用語解説を入れることで内容理解が深まる 

・とうもろこしをイメージした表現が面白い（例：粒ひとつひとつがメッセージになる表現） 

・とうもろこしのキャラクターを活用 

・部活などの、子どもをもっと出せば家族が見ると思う 

 

 

 

 

 

 

 



芽室高校意見交換会記録（12月 18 日） 

＊新聞局員：佐久間さん、高橋さん＊生徒会：大島さん、松田さん、吉田さん 

＊議員；常通、立川（中村代理）＊記録：立川 

 

ラウンド１ 議会だよりの感想・ラウンド２ 議会だよりへのアドバイス 

・質問内容等がわかりやすく記載されている 

・表紙写真に高校生が写っていたが誌面には高校生ページが見当たらなく表紙と内容のギ

ャップを  感じた。高校生特集ページ等があると関心を持てる。 

・町内の小中高生にインタビューするなど「子どもページ」があると関心を持てる 

・「議会だより」自体に「難しそう」と拒否感を感じてしまった（議会が身近ではなないか

ら） 

・表紙に目次があれば良い 

・レイアウトが単調 

・フォントが単調。丸みのあるフォントが読みやすい 

・表紙のタイトルデザインは以前の方が味があって良い 

・図、表、イラストがあるとわかりやすい 

・議会ナビは良い（デザイン、内容） 

・よく読むと「白書」も面白い（休憩時間の記載等）。今度から議会だよりを読んでみる。 

・見出しが大事だと思う。見出しで記事の概要がわかるように！ 

・写真を多用すると良い 

・QR コードももっと活用したら良い 

・４コマ漫画（手描き）も使ってみたら？ 

 

芽高新聞局が心がけていること 

・記事のタイムリーさ（大会結果等） 

・隙間を生かした小さなコラムに意外とファンがいる 

・見出しで内容がわかる工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

芽室高校生徒会・新聞部との意見交換  議員：菊地、渡辺 

 

「議会だより」に対する率直な感想・提案（概要） 

① 全体的な印象 

文字量が多く、読むハードルが高い 

誌面全体の表現がやや堅苦しく感じる 

レイアウトに動きや遊びがあると、より読みやすくなる 

② 表紙・写真に関する意見 

表紙の写真は好印象で、特に同年代が写っている点に親しみを感じる 

表紙はカラーの方が良い 

誌面内にも写真をもっと増やすと良い 

切り抜き写真を活用すると、誌面に動きが出る 

Q&A 形式のページでは、ポーズなどを取り入れた写真があると親しみやすい 

③ デザイン・表現の工夫 

複数フォントを使い分けることで、情報のメリハリが出る 

季節に合わせたイラストを取り入れると良い 

タイトルが長いため、短く・キャッチーで分かりやすい表現にすると良い 

④ コンテンツ・構成の提案 

用語解説を入れることで内容理解が深まる 

Q&A 形式など、会話調の構成が読みやすい 

⑤ 芽室町らしさを活かしたアイデア 

とうもろこしをイメージした表現が面白い 

 （例：粒ひとつひとつがメッセージになる表現） 

とうもろこしのキャラクターを活用した四コマ漫画などの展開も可能 

 

若い世代ならではの視点から、 

「読みやすさ」「親しみやすさ」「芽室らしさ」 

という点で、多くの示唆を得る意見交換となった。 

 

 

 

 

 

 

 



 

芽室高校との意見交換会 

参加者：生徒会：2年 村上、中村 １年 大垣 新聞局：２年 菊地 １年 中野 

    議会 鈴木 堀切 

 

＜議会だよりについて＞ 

・新得に住んでいるが議会だよりはあまり見ない、自ら手に取ることはない 

・存在そのものが近寄りがたいイメージ、レイアウトとか構成の問題ではない 

・細かい字、長い文章は苦手、高校生は手に取らない、そもそもの議会の理解が必要 

・（議会の）中身を知れば読むかもしれない、もっと写真を増やすと良い 

・身近なことが取り上げられると良い 

 

・町と学校が連携した部活はありますか？ （回答）特にない 

 何を一番伝えたいのですか？ （回答）町民の声を出したい 

・昔の表紙（前年の）が良かった、表紙に目次を入れると良い 

・インパクトが必要、表紙から人を引き付けるレイアウト、フォントも大事 

・部活などの、子どもをもっと出せば家族が見ると思う 

・色が欲しい…手に取りやすい 

・毎月出すことは大事だと思う、A4両面でも１枚でも良いのでは 

・年４回でカラーが良い、カラーは一部でも良い、町民の声をのせる 

・ホームページでも情報は見られるので、毎月出さなくても良い 

・年４回でよい、出さない月は SNS で発信すれば十分だと思う 

・年４回の方が季節の移り変わりが表現できて良い 

 

※チェックアウトでは、概ね「話し合いを持ててよかった」の声 

 

 



芽室高校
令和７年度意見交換会

令和７年12月18日（木）15:30～

（生徒会、新聞局との意見交換会）
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芽室町議会

新嵐山スカイパーク展望台からの十勝平野
令和７年１２月１８日



２
議会概要
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議会概要



北海道 ・ 芽室町
芽室町(めむろちょう)の名前の由来は、アイヌ語で「メム・オロ」。
「川の源の泉や池から流れてくる川」という意味があります。
その名のとおり、川が潤す肥沃な大地には広大な畑が広がり、基幹産業である
農業においては、小麦・てん菜・ばれいしょ・豆類・スイートコーンなどが、
道内有数の生産量を誇っています。工業は、地理的な物流条件や、帯広市に隣
接しているという立地条件を活かし、農産物などの豊富な地場資源を活用した
食料品製造業を中心に発展してきました。

め む ろ

■人口 17,591人 世帯数 8,052世帯

＜産業の状況＞

■農業 農家戸数 569戸、経営耕地面積 20,367ha、1戸当たり耕地面積35.8ha
農業粗生産額（R5年）364億円（JAめむろ調べ）､1戸平均 6,397万円

■工業 製造品出荷額 898億円（R5年経済構造実態調査）

■商業 年間商品販売額 807億円（R3年経済センサス）

（町内企業数783社（R3経済センサス））

（R7年11月末・住民基本台帳）

■総面積 513.76㎢（東西22.6km-南北35.4km）

高齢化率

31,1％



芽室町議会議員
任期：令和５年５月１日～令和９年４月３０日

菊池 秀明 伊藤 稔 木村 淳彦 小笠原 等 中田 智恵子 橋本 和仁 堀切 忠 渡辺 洋一郎

立川 美穂 早苗 豊 正村 紀美子中村 和宏 常通 直人 西尾 一則 鈴木 健充 梶澤 幸治

・平均年齢 61.1歳（40～77歳 5/1現在）
・当選回数 平均2.8期 1期 4人・2期 3人・3期 6人
・女性議員 3人（19％） 2常任委員会
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芽室町議会には、役場の仕事等をより専門的に
調査・審議するために、２つの常任委員会が
設置され、議員はいずれかの委員会に所属して
活動します。任期は２年です。
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総務経済常任委員会
・政策推進課、総務課及び魅力創造課に関する事項

・都市経営課、農林課、商工労政課、環境土木課及び水道課に関する事項

・出納課に関する事項

・選挙管理委員会に関する事項

・監査委員に関する事項

・公平委員会に関する事項

・固定資産評価審査委員会に関する事項

・農業委員会に関する事項

・上水道事業及び下水道事業に関する事項

・他の常任委員会の所管に属さない事項
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厚生文教常任委員会

・教育委員会に関する事項

・住民税務課、健康福祉課、

高齢者支援課及び子育て支援課に関する事項

・公立芽室病院事業に関する事項
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５月
それぞれの委員会が、今、町としての政策課題は何か、
特に力を入れて調査が必要なものは何かを検討し、

「抽出事業」（政策課題）を決定！

６月～
先進地の視察、関係する団体との意見交換会、町民から
の意見聴取など、調査を行う

中間的なまとめができたら、政策討論会を開催して、
全議員で調査・協議

９月～３月 決算審査や予算審査と連動させながら調査を継続

３月 町に対して政策提言が必要とまとまれば、提言書を作成

次期につなげるものがあれば引継いでいく

１年間のおおまかな調査スケジュール
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調査・協議

本会議・
委員会へ

合意形成

意
見
交
換
会

予
算
決
算
審
査

委員会活動を活性化する

委員会
政策

討論会

政策協議

進捗チェック

政策提言

決議



北海道芽室町議会

議会フォーラム
議会報告と町民との意見交換会



平成２５改革⇒フォーラム化



Ｈ24（8団体）

Ｈ25（12団体）

Ｈ26（5団体）

Ｈ27（7団体）

Ｈ28（3団体）

Ｈ29（8団体）

Ｈ30（1団体）

団体との意見交換会

Ｒ1（3団体）

Ｒ2（1団体）

Ｒ3（5団体）

Ｒ4（4団体）

Ｒ5（3団体）

Ｒ6（3団体）

市街地町内会連合会役員（総務）・教育委員・JAめむろ理事・

商工会役員・コーン炒飯協議会・社会福祉協議会役員・民生
委員協議会・農青協・どんぐり会・たすけ愛めむろ・JA青年部・

商工会青年部・新嵐山友の会・めむろ農家民泊研究会、
MEMUROワインヴァレー研究会・公立芽室病院を支える会・
新嵐山関係団体

団体から申し入れがあった場合、あるいは、常任委員会で
の抽出事業（政策課題）について、意見を伺いたい場合な
どに開催している。



平成２８⇒高校生との意見交換会

H28年度
• 8月29日 ：芽室高校新聞局 5人

• 11月15日：白樺学園高校吹奏楽部 6人

• 12月15日：芽室高校新聞局・生徒会 11人

• 2月18日 ：白樺学園高校吹奏楽部 18人

H29年度
• 12月6日 ：芽室高校新聞局・生徒会 19人

• 12月18日：白樺学園高校
吹奏楽部・サッカー部 20人



学校法人白樺学園白樺学園高等学校と

芽室町議会の包括連携協定書

（目的）

第１条 本協定は、甲と乙の人的、知的資源の交流、活用を図ること
で、双方の活動の充実・発展に資することを目的とする。

（連携事項）

第２条 甲と乙は、前条に定める目的を達成するため、次の各号に定
める事項について相互に協力することに努める。

（１）甲による乙の議員、職員、住民等を対象とした学習機会の提供

（２）乙の公の施設における甲の生徒を対象とした研修機会の提供

（３）乙が実施する事業への甲の教職員、生徒の参画

（４）甲の教職員と乙の議員、職員等との交流、研修

（５）その他、甲乙で合意した分野における活動

高校との包括連携協定

平成30年10月



議会としての目的

「地方自治の担い手意識の醸成」、「議会活動の認知度向上」、「まちづくりに関心を持ち参加する機会」

主権者教育の推進

白樺学園高校：1学年・3学年全生徒

1学年は議場体験と模擬議会、
3学年は学校に出向いての授業を実施

芽室高校：生徒会・新聞局

毎年テーマを工夫しながら実施



北海道芽室町議会

議会モニター制度



高校生モニターも誕生

令和5年度、交流のある白樺学園高校の
生徒2名が担当の先生とともに
議会モニターに

令和7年度は高校生モニター1名
（芽室高校）



議会モニター会議（議員との意見交換）

年２～３回開催
・その時々でテーマを設定
・グループに分かれて意見聴取
・オンラインも併用（Zoom）
・実施後には、モニター、議員

それぞれにアンケートを実施



広報広聴や住民参画の取組み



議会白書
議会報告
議会改革諮問会議

年

月

日

広報広聴の体系

議会だより
議会モニター

ホームページ
ＳＮＳ
報道対応
意見交換会
ホットボイス



・議会基本条例に条文化

・福島町議会視察参考

・議会活動の年報・履歴書

・議会ＨＰで公表

年の広報 議会白書

議会白書



月の広報 議会だより

・議会基本条例に条文化

・通年発行（毎月発行）

・編集企画は議運委

・編集作業は事務局

・ほぼ全戸に配布

議会だより



日の広報 ホームページ・ＳＮＳ

SNSHP

Facebook
H25.5.28

ＬＩＮＥ
H26.7.14

X（旧ｔｗｉｔｔｅｒ）
H26.8.16

HPリニューアル R4.2.28
スマホ・タブレットH26.3.31



議会だより



「まめ通信」として発行していた

議会がない月は

活動していない！？

住民の誤解をどう払拭するか・・・

閉会中の動きも町民に
伝え、情報共有に努める



毎月発行の情報共有ツールへ

・２０１３年までは年４回発行

（議会が開催される3，6，9，12月の

あとに議会報告として）

・２０１３年から、「通年議会制」

を採用し、委員会活動が活発化

議会の活動を
タイムリーに伝えたい



発行の現状

➢発行日 毎月１２日発行

➢発行部数 約７,２００部（町の広報誌と同数）

➢編集責任 議会運営委員会

➢編集作業 議会事務局（校正作業）

➢編集企画会議 毎月１～２回

➢配布率 ほぼ全戸（町広報誌と共に全戸配布）



表紙は「将来性から子ども・人物等の写真を基本」



原稿はできる限り自分たちで



「思い」も伝えたい

議員自ら、どういう思いで質問したのか

など、読み手に思いが伝わるように工夫

を凝らしてきました



住民の参画

議会モニターの紹介

住民が掲載されることで、
読んでみようという人が増える



特集や企画も



今回のミッション



「議会だより」を芽室高校の生徒と
一緒につくりたい



チェックイン

自己紹介といまの気持ち

１人１分程度でお話しください

【５分】



話し合いのルール

１．自分ばかり話さない

２．人の意見は頭から否定しない

３．楽しい雰囲気を大切に



ラウンド１

いまの「議会だより」をみて
率直な感想は？

【５分】



ラウンド２

もっと「こうしたらいいのに」と
感じるところは？
アイデアを出してみましょう！

【10分】



ラウンド３

3月12日発行
（2月20日あたりが校了）

どのように進めていったらよいでしょうか？

【10分】



- 芽室町議会 -

【わかりやすい議会、開かれた議会、行動する議会】を目指して



芽室町議会
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